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審査論文の要旨
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審査結果の要旨

長期にわたる記憶の形成･保持には､神経細胞における構造面での可

塑的変化､すなわち脳内の局所的な神経回路における新たな接続が必要である

と考えられており､近年､様々な機能蛋白質がその候補として挙げられている｡

神経可塑性の現象には細胞構造の変化､神経突起伸展およびｼﾅﾌﾟｽの構築･

分離が行われると考えられる｡そのﾒｶﾆｽﾞﾑとして､細胞接着因子･細胞外

ﾏﾄﾘｸｽ蛋白質･様々な膜ﾀﾝﾊﾟｸ質及び脂質の分解､あるいは構造的多様

性を示す糖鎖が付加が重要であると考えられ､この機構を担うﾀﾝﾊﾟｸ質分解

酵素及び糖鎖転移酵素の解析が期待される｡

本研究により､神経可塑性ﾓﾃﾞﾙ動物であるｷﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ動物におい

て､ﾀﾝﾊﾟｸ質分解酵素の-種であるﾆｭ-ﾛﾌﾟｼﾝ遣伝子の発現が､顕著に

増加するかまたは新たに出現することが明らかになった｡このことは､ﾆｭ-

ﾛﾌﾟｼﾝ遺伝子の発現が括動依存的に増強することを示しており､神経可塑性

に関わる因子の-つになり得ることを示唆している｡また､ﾀﾝﾊﾟｸ質や脂質

にｼｱﾙ酸を付加する､ 7種類のｼｱﾙ酸転移酵素を､正常成熟ﾏｳｽ海馬よ

り単離した｡全てのｼｱﾙ酸転移酵素遺伝子は海馬においてそれぞれ異なる発

現分布をしており､更にｷﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ形成後､各遺伝子の発現変動の様式もそ

れぞれ異なることが明らかになった｡このことは､ｼｱﾙ酸転移酵素がｼｱﾙ

酸の付加を触媒することから､括動依存的に変化するｼｱﾙ酸付加が神経の可

塑性に関わる因子の-つになり得ることを示唆している｡

以上のように､本論文は､神経可塑性に関与する生理学的形態学的変

化の分子機構解明の-助となるもので､学術上､応用上､員献するところが少

なくない｡よって､審査員-同は､本論文が博士(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ)の学位論

文として価値あるものと認めた｡


